






要約:女性透析患者 105 名,全症例の妊娠分娩産褥歴,現病歴,既往歴等について問診を行な

った.妊娠分娩産褥歴を十分検討できたものは 55 名(38～61 歳)であった.(1)対象 105 名

中基礎疾患は慢性腎炎が最も多かったが,最近は DM 腎症が増加していた.(2)対象 55 名中

純粋型妊娠中毒症は 30 名,混合型妊娠中毒症は 7 名,妊娠中毒症既往なしは 18 名で,中毒

症の既往があるものは 67.3%であった.(3)透析導入年令および最終分娩より透析導入まで

の期間は,それぞれ妊娠中毒症群 33.9±8.6 歳,12,8±5.3 年,既往なし群 40.9±9.2

歳,20.9±4.6 年と妊娠中毒症群において有意に若年で期間も短かった.(4)混合型群は純

粋型群に比べ同様の傾向が認められた.(5)純粋型で後遺症を残した群と残さなかった群間

では,透析導入年令も最終分娩から透析にいたる期間も若年化,短期間傾向が認められた.

(6)現在の高血圧の有無による分類では平均出生体重が,高血圧群 2839±628g,非高血圧群

が 3096±616g と高血圧群において有意に低値であった.

(7)妊娠中毒症既往なし群では 6 名(33.3%)が DM 腎症であった.妊娠中毒症既往なしの群,

高血圧群において DMの家族歴を有する者が多かった.


